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７月の学童児童数 

 ６月末 
在籍数 

７月利用
なし人数 

７月 
退所人数 

７月 
初日人数 

1 年生 9 0 0 9 

2 年生 10 0 0 10 

3 年生 1 ０ 0 1 

計 20 0 0 20 

🎐🎐７月のおたのしみ🎐🎐 
 

○プラネタリウム製作  

〇学生さんの活動（夏休み） 

○戸外活動 

 

      「主体的に関わる」 

 指導員に、児童の最近の様子を聞くと、 

・お迎えの車の先生に自発的に挨拶をするように

なりました。 

・２年生が１年生のお世話や遊びに誘ったりと、

自発的にしています。 

と、その成長ぶりを伝えてくれました。 

そもそも、年長児の時は最年長ということで、 

担任からも頼りにされ、小さな子ども達のお世話

を主体的にしていた子ども達が、小学校に進学し

たとたん、最年少それも６学年までいる集団の中

での立ち位置は微妙です。何だか出番が減って自

分の力を見失ってしまいそうです。それが、下の

学年が入ってきたことによって、主体的に関わる

行動がよみがえっていたようです。 

夏休みに向かって、また一段と成長できる体験

を考えたいと思います。 
 

児童の様子 

 むし暑い日が多くなりましたが、子どもたちは暑
さに負けず、水分補給や休憩をしながら戸外で鬼ご
っこやサッカー、最近では、バスケットボールのパ
スゲームなどを楽しむ姿が見られています(^O^) 

さて、今回は七夕製作について紹介します♪ 

７月７日は七夕です。そろそろ七夕製作を紹介しよ

うかな・・・と考えていた時に、「先生、もうすぐ七

夕だよ！七夕飾り作りたいな～！」と先に子どもた

ちから言われてしまいました（笑）折り紙を用意し

て、紹介したのは天の川網飾りと花の輪つなぎ飾り

です♪ハサミとのりを使いますが、子どもたちはと

ても器用で作り方を１度教えるとどんどん進めて

いきました(*^▽^*)お手本を見て自分のアイデア

も取り入れながら友達と一緒に作っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハサミで切り込みを入れて、端をのりでとめます♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

網飾り、          金と銀の折り紙も使っ 

こんなに伸びるよ～(^▽^)/  て天の川っぽくしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆完成☆ 

学校法人永原学園 
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【三光幼稚園】 

TEL：0952-31-0753 
【さんこう児童クラブ携帯】 

TEL：090-7430-1312 

◇ 7月の目標 ◇ 

「児童クラブでも宿題を頑張る！」 

最近児童クラブでは、「宿題後でする～」「お家で

宿題頑張る」といって宿題に取り組むことがなかな

かできない子が多く見られます💦💦 
児童クラブでは楽しく過ごしているようでとても

嬉しいのですが、7月後半になるといよいよ夏休み

が始まり、宿題がたくさん出ることと思います。 

そこで、7 月は無理のない範囲で、1 人 1 人の気持

ちを尊重しながら少しでも児童クラブで宿題に取

り組む事ができるように関わっていきたいと思い

ます。 

 



 

西九州大学・短期大学部寄稿文 

子どもの急病・急変時！ 判断に迷ったら， 電話相談 「＃8000」 へ 

西九州大学 看護学部看護学科 助手 森園久美 

#8000 事業は、平成 22年から全国の都道府県で実施されており、子育て中の保護者の不安に寄り添う事業と

して活用されています。佐賀県でも夜間のケガ・急病等の際、保護者の方々が対処に戸惑う時や医療機関を受診

すべきかどうか判断に迷った時に、応急対処の方法や受診の要否等について助言を行う「電話相談窓口：＃8000」

を開設しています。 

右の図から分かるように年々、相談件数は増

え続け、令和 3 年度は全国で 約 94.6 万件の

相談が寄せられました。 

私は、電話相談窓口の相談対応者として、電

話を受ける際には、子どもの症状を正確に把握

することを心がけていました。そのためには、

まず相談者による具体的な情報提供が必要に

なります。しかし、不安そうな声でどうしたら

いいのか分からない場合や、びっくりして慌て

た状態で電話され、子どもの状態が分かりにく

いことも多くありました。相談者には、ゆっく

り落ち着いて話していただけるように、「どうされましたか？」と優しく話しかけ、年齢、症状、場所等必要な

情報をひとつひとつ質問していきながら、子どもの状態を把握していきます。その結果、自宅待機でいいのか、

病院受診をしたほうがいいのか判断して助言していました。土曜日や日曜日の夕方からは、相談件数は多くなり

ます。1件の電話相談が終わり、電話を切ったら、またすぐに次の電話が鳴ることも多く、相談者の方の中には

「何度もかけてやっとつながった。」という声も聞かれました。何件かの電話が集中した際には、つながらない

事もあるようです。相談者の方は、病院受診の判断がつかず、悩んだ末、電話をかけてこられることも多く、も

っと早く相談すればよかったとの声も聞かれました。子どもの状態が「いつもと違うな？」と思ったら、迷わず

電話相談窓口「＃8000」にご相談ください。 

 

【受付時間】 ・平日：19 時から翌朝 8時まで 
・土曜日：13時から翌朝 8時まで 
・日曜日・祝日：朝 8時から翌朝 8時まで 

 

 
 


